
 

 

 

 

 

 
 
 

２０２３年を価値ある一年に！ 
副校長 米田 靖彦 

 

 ２０２３年になり、１か月がたちました。 

 ２０２２年は、本当に様々なことがありました。皆さんは、どのようなことが印象に残ったでしょうか？私個

人としては、スポーツ観戦が好きということもあり、次の二人の指導者のことが印象に残りました。 

 一人は、夏の高校野球大会で優勝した宮城県代表仙台育英高等学校監督の須江航氏。「青春って、すごく密なの

で・・・。」という言葉は、注目を浴びました。 

 もう一人は、サッカーワールドカップ２０２２大会で日本代表監督を務めた森保一氏。決勝トーナメント１回

戦のクロアチア戦の後、会場のサポーターに向かって、深々とお辞儀したことを、イタリアの新聞「Fan page.it」

は「素晴らしく価値ある態度だ。」と称賛しました。 

 この二人から学ぶことは、「信念をもつことの大切さ」です。 

 勝負の世界は厳しく、ひとつの結果について、必ずと言っていいほど賛否両論の意見が出ます。人の意見を聞

くことは、大切なことです。しかし、その意見の一つ一つを聞けば聞くほど、自分が考えていることや行ってい

ることが本当に正しいのか、それとも本当は間違っているのではないか、分からなくなってしまうことがありま

す。だからこそ、周囲の人がどんなに騒いだとしても、揺るがない「信念」（正しいと信じる自分の考え）をもつ

ことが大切だと考えます。 

そして、さらにどんな信念をもっているのかというこうことが重要であり、それはその人の行動を見れば分か

るというこうとが、先ほどの二人の指導者から言えると思うのです。 

 ２０２３年をどんな一年にしていきたいか。その人の「信念」が大きく影響します。 

 私の「信念」は、教育者として「八幡小学校」を縁として出会えた子供たちにとって、かけがえのない価値あ

る一年にしていきたいと強く願っています。そして、そのために自分自身ができることにチャレンジしていきま

す。 

 保護者の皆様、地域の皆様、本年も引き続き、本校の教育活動へのご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                      

八幡小の公式ＨＰ  http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate 
/shogakko/gakkojoho/kuritsu/hachiman/index.html 

       八 幡 だ よ り 

北区立八幡小学校   令和５年２ 月  第 ３ ９ ６ 号      

席書会（1月 10日） （1月 14日） 

3 年生クラブ見学（1 月 16 日） 

「人との関わりを大切にする児童の育成」 

道徳主任 白石 涼子 

各学年｢友情、信頼｣｢親切、思いやり｣｢相互理解

寛容｣をテーマに道徳の授業を行いました。そし

て、都スクールカウンセラーの吉武洋平先生より

アンガーマネジメントの効果についてご講演をい

ただきました。｢褒める｣ことは｢受け止めること｣

｢上手くいったことに着目しましょう｣などについ

て事例を挙げながらの分かりやすいお話でした。 

 

 

 

4年生に 
なるのが 

楽しみだな！ 


